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１．研究計画の概要 
巨大な群上での調和解析の展開に向けて、確
率論と表現論の融合的な研究を推進するこ
とが課題である。無限自由度をもつ大規模な
対象の性質を解明するため、その対称性を記
述するものとして必然的に巨大な群を扱う。
本研究の基盤になる観点は、この巨大な群上
の調和解析に、確率論と表現論が合流する広
場のような位置づけを与える。そのための有
効な拠点概念の形成を目指すことが第一の
目的である。 
 

２．研究の進捗状況 
巨大な群上での本格的な調和解析の展開を
見据え、確率論と表現論の相互作用が織りな
す世界を深く探究するため、具体的な対象に
即した解析を重視してきた。群の表現の代数
的・組合せ論的枠組にとどまらず、関数の漸
近挙動や極限定理などの解析的な取り扱い
に主眼を置いた。表現の既約分解や因子分解
のもつ統計法則の解明を特に意識している。
主要な具体的成果としては、次の項目に関す
ることが挙げられる。 
（１）漸近的表現論とグラフのスペクトル解
析について： 量子確率論の観点を導入して
非可換中心極限定理の方法を展開した。その
応用として、さまざまなグラフのスペクトル
の漸近挙動やランダムヤング図形のゆらぎ
を明らかにする成果があった。 
（２）無限対称群および関連する無限次元群
にまつわる調和解析について： 指標と分岐
則の漸近挙動の解析、および分岐グラフ上の
ポテンシャル論に関する研究を行った。特に、
コンパクト群の無限対称群による環積を詳
しく取り扱った。指標の具体形の計算、既約

指標の極限、分岐グラフ上の調和関数の性質
の研究などで成果があった。誘導表現の理論
をはじめとした群の表現論と、マルチンゲー
ルや測度のエルゴード性の活用といった確
率論との両面からのアプローチが功を奏し
たと言える。 
研究経費の使用法としてもっとも大きな部
分を占めているのは、研究発表、研究打合せ
および研究会の開催などのための派遣旅費
と招聘旅費である。とりわけ、密接に関連す
る海外の研究グループとの活発な学術交流
を行うことができたのは、本研究の遂行にあ
たってたいへん有意義であった。 
 

３．現在までの達成度 

○2 おおむね順調に進展している。 
（理由） 
単発的な研究成果だけでなく、年次を経て重
層的に積みあがる成果を得つつある。研究対
象の面でも方法論の面でも、広がりを実感で
きる。 
 

４．今後の研究の推進方策 
最終年度は、これまでどおり表現の分解の有
する統計法則の理解を中心課題に据えた上
で、巨大な群の作用に潜む確率現象の構造に
ついて、これまでに得られた知見を整理し、
さらなる研究の進展をはかる。研究計画を本
質的に見直す必要は感じない。目的も経費の
使用方法も、特段変更はない。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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